
令和３年度　在宅医療・介護連携研修報告書 

 
１．目的　　医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が住み慣れた地域で自分 
　　　　　　らしい人生を最後まで続けることが出来るよう、在宅医療と介護を一 
　　　　　　体的に提供するために関係者の連携を推進する。 
　　　　　　医療・介護関係者の連携を実現するために研修を行い、実際の連携事 

例を共有し、今後の住民への支援への参考にする。 
 
２．日時　　令和３年１２月１８日（土）１４時～１５時３０分 
 
３．開催方法　Web開催　（大会議室）　　 
 
４．講師　　埼玉県介護支援専門員　代表理事　長谷川佳和　氏 
　　　　　　講演内容：在宅医療と介護の連携について 
 
５．対象者　市内医療機関、訪問看護ステーション、居宅介護事業所、 

介護サービス事業所、地域包括支援センター 
 
６．受講者の状況　別紙参照 
　　　　　　●　申込者数　２９名 
　　　　　　●　欠席者数　　１名 
　　　　　　●　アンケート回答　２３枚 
　　　　　 

申込者内訳 

　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　２９名 
 
７．アンケート集計結果　別紙参照 
　　　　　・回答者　２３名

 医師 １

 薬剤師 ４

 保健師・看護師 ９

 主任介護支援専門員 ３

 介護支援専門員 ６

 社会福祉士 １

 管理栄養士 ２

 その他 ３


